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を調節するホルモンとして機能しない. 日本骨代謝学会学術集会プログラム抄録集 38回: 131, 2020.

Shoichiro Tani, Ung-Il Chung, Shinsuke Ohba, Hironori Hojo: Understanding paraxial mesoderm development and
sclerotome specification for skeletal repair. Experimental & molecular medicine 52(8): 1166-1177, 2020. doi:
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Shinsuke Ohba: Hedgehog Signaling in Skeletal Development: Roles of Indian Hedgehog and the Mode of Its Action.
International journal of molecular sciences 21(18): 6665, 2020. doi: 10.3390/ijms21186665.  (IF: 5.9)

Hironori Hojo, Shinsuke Ohba: Gene regulatory landscape in osteoblast differentiation. Bone 137: 115458, 2020. doi:
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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

大庭伸介・教授 持田製薬株式会社
MOIRe共同研究プログラム「変形性関節症の病態改善に関
する創薬探索研究」

研　究　題　目

大庭伸介・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「部位特異
的エピゲノム編集による骨再生法に関する基
盤的研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

森石武史・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「オステオ
カルシンノックアウトマウスを用いた骨およ
び糖代謝制御の解明」

科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「ゲノ
ム編集技術と一細胞RNA-seq解析を融合した機
能的エンハンサー探索法の開発」

大庭伸介・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「核内ゲノ
ム構造を指標とした幹細胞特性維持シグナル
の解明と骨再生医療への応用」

大庭伸介・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(S)「シグナル
因子と三次元構造材料を統合する「四次元足
場システム」の創製」

大庭伸介・教授 日本学術振興会 分担

大庭伸介・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「多能
性幹細胞を用いた骨オルガノイドによるヒト
骨代謝のインビトロモデリング」

大庭伸介・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 代表
難治性疾患実用化事業「経口投与可能な卵黄
由来ペプチド製剤による骨形成不全症治療法
の開発に向けた基盤的研究」

大庭伸介・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「同所移植
可能なiPS細胞由来ヒト唾液腺オルガノイドの
作出」

大庭伸介・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「胎生期唾
液腺組織における細胞系譜決定メカニズムの
解明」

森石武史・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(S)「軟骨細胞
特異的Runx2エンハンサー制御機構の解明と変
形性関節症治療薬の開発」

科学研究費助成事業 基盤研究(B)「骨発生・
骨修復におけるエピゲノムダイナミクスの比
較解析と骨再生への応用」

大庭伸介・教授 日本学術振興会 分担

大庭伸介・教授 代議員 日本解剖学会

大庭伸介・教授 国際共同委員会委員 日本骨代謝学会

大庭伸介・教授 評議員 日本骨代謝学会

大庭伸介・教授 代議員 日本再生医療学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

大庭伸介・教授 学術委員会委員 日本口腔科学会
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その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と
社会との関連

大庭伸介・教授
「ヘッジホッグシグナル」活
性化の薬剤 骨粗鬆症などの
治療に期待

日本歯科新聞 2020年6月
研究成果に関して報道され
た。

森石武史・助教 非常勤講師（口腔組織学） 長崎歯科衛生士専門学校

大庭伸介・教授 非常勤講師（最新生命科学） 九州歯科大学

大庭伸介・教授 兼任講師（口腔生化学） 昭和大学歯学部

大庭伸介・教授 客員教授 東京歯科大学

大庭伸介・教授 非常勤講師（保存修復学） 東北大学歯学部

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

大庭伸介・教授 客員教授 広島大学歯学部
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